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１．科目名 
ソフトウェア設計法通論 
(An Overview of Methodologies for Software Specification and Design) 
 
２．担当者 
古宮 誠一 
 

３．本科目の概要 
入出力されるデータ間に見られる規則性，システムへの入力制御情報間に見られる規則

性，システムへの入力制御情報とそれによるシステムの内部状態の変化などを拠り所にし

て，プログラムの処理アルゴリズムを導く方法をソフトウェア設計法と呼ぶ。ソフトウェ

ア設計法を知っていると，プログラムの処理アルゴリズムを効率よく導くことができる。

しかし，ソフトウェア設計法と開発対象となるソフトウェアとの間には相性(= 向き・不向

き)がある。それ故，効率よくソフトウェアを開発するには，複数のソフトウェア設計法に

練達して，開発対象となるソフトウェアの特徴に合わせて，それらを使い分ける必要があ

る。開発対象となるソフトウェアの特徴に合わせて，ソフトウェア設計法を使い分けるこ

とこそが，信頼性の高いソフトウェアを効率的に開発するための戦略的な知識であり，ソ

フトウェアプロジェクトマネジメントの基本である。 
 この講義では，いくつかの著名なソフトウェア設計法を採り上げ，それらはそれぞれ

どのような原理で作られているのかを明らかにするとともに，各設計法は開発対象をどの

ような視点で捉え，どのような手順でどのようにモデル化するのか？そして，モデル化し

た結果をどのように表記するのか？などを明らかにする。また，開発対象となるソフトウ

ェアと設計法との間には，どのような相性があるのか？そのような相性は何故生じるの

か？などを明らかにする。これらの疑問に答えるために，この講義では，ソフトウェア設

計法全体を体系的に捉え，体系的に分類する。そして，優れた設計法とは，総じてどのよ

うな性質を満しているべきなのか？それによって，設計法の善し悪しを見分ける方法を明

らかにする。 
 

４．キーワード 
ソフトウェア設計法(software design method),  

仕様記述言語(software specification Language)， 

ソフトウェア開発法(software development method) 
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５．前提知識 
 特になし。 
 
６．講義計画 
(1) 第１回目 

ソフトウェア工学の誕生 

理想的なプログラムが備えるべき性質 

良いプログラムを作成するための基本原理 

抽象化の概念，GOTO 文の使用制限, 構造化プログラミング 

ソフトウェア工学誕生前の主な研究成果 

コンパイラの発明と BNF 記法，プログラミング言語の分類 

(2) 第２回目 

ソフトウェア設計とは何か？ ソフトウェア設計法とは何か？ 

ソフトウェア仕様化／設計のための視点(software specification and design views) 

複雑で難しい問題を解くための常套手段 

ソフトウェア仕様化／設計法における設計プロセスと中間成果物との関係 

仕様化／設計法の分類 

functional view によるソフトウェア仕様化／設計過程 

functional view によるソフトウェア設計法（SD 法） 

(3) 第３回目 

functional view によるソフトウェア設計法(CD 法) 

(4) 第４回目 

functional view によるソフトウェア設計法（SADT, SA 法） 

(5) 第５回目 

behavioral view によるソフトウェア仕様化／設計過程 

状態遷移，Mealy マシンと Moore マシン，Petri-net 

functional view+ behavioral view による設計法(リアルタイム SA 法) 

behavioral view によるソフトウェア仕様記述言語(STATEMATE) 

(6) 第６回目 

data view によるソフトウェア仕様化／設計過程 

data view によるソフトウェア設計法(SSADM 法) 

(7) 第７回目 

data view によるソフトウェア設計法(Wernier 法) 
(8) 第８回目 

data view によるソフトウェア設計法(JSP 法) 

(9) 第９回目 
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data view によるソフトウェア設計法(JSP 法) 
(10)  第１０回目 

data view によるソフトウェア設計法(JSP 法) 
(11)  第１１回 

scenario view によるソフトウェア仕様化／設計過程 

scenario view によるソフトウェア設計法(JSD 法) 

(12)  第１２回 

scenario view によるソフトウェア設計法(JSD 法) 

(13)  第１３回 

scenario view によるソフトウェア設計法(JSD 法) 

(14)  第１４回目 

Booch 法 
structural view＋interaction view ＋behavioral view による 
ソフトウェア設計法（Shlaer & Mellor 法，OMT 法） 

(15)  第１５回目 

structural view＋interaction view によるソフトウェア開発法（Coad ＆Yourdon 法） 
structural view＋interaction view によるソフトウェア開発法（OOSE 法） 
RUP 法 
モジュール分割と設計法 
ソフトウェア設計法とロッククライミング 
開発対象とソフトウェア設計法との相性の評価方法 
開発対象となるソフトウェアの分類と設計法との相性 
 

７．評価 
出席日数とレポート課題への取り組み状況を総合して評価する。 
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